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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　テーブル部と、その向かって左右両側に設けた脚部と、この左右両側の脚部間に掛け渡
した大腿部の受け部とから成り、この大腿部の受け部は前後一対のベルト状体であり、且
つその内の少なくとも一側のベルト状体に付いて長さの調節機構が設けられていることを
特徴とする、大腿部の上に載せる簡易テーブル。
【請求項２】
　前記テーブル部がシート状体から成り、前後各々の側に付いて左右の脚部がＸ字状にク
ロスして互いに回動自在に設けられており、これ等の脚部間に前記シート状体が掛け渡さ
れており、且つ前記左右の脚部の開き角を前記シート状体が張った状態で固定するための
止め具が前記左右の脚部間に設けられている、請求項１に記載の大腿部の上に載せる簡易
テーブル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、大腿部の上に載せて食事や各種事務に用いたり資料置台として利用すること
が可能な、簡易テーブルに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
航空機や新幹線などの乗り物に於いては、前方の座席の背後に設けられているテーブルを
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手前に出して用いたり、自己の座席の肘掛け部に収納されているテーブルを取り出して利
用することが行なわれている。また学校などの公共的な施設で用いられる椅子には、内側
に起こして略水平に固定可能なテーブルが付属している場合がある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしこのようなテーブルが付いているほうがましであって付いていない場合には如何と
もしがたい。例えば旅行の車中では弁当などを大腿部の上に載せて食べると言うことが行
なわれるが、座席に腰掛けた状態で大腿部が前方や後方に傾斜していると水平には成らず
、また位置も低くなるためとても食べにくい。同様に読書したり書き物をする場合にも不
便である。
【０００４】
従ってこの発明は上述したような問題を解決して、ほぼ水平な面を得ることが出来るよう
な大腿部の上に載せて使用するための簡易テーブルを提供することを課題とするものであ
る。
【０００５】
【課題を解決するための手段及び作用】
　上記課題はテーブル部と、その向かって左右両側に設けた脚部と、この左右両側の脚部
間に掛け渡した大腿部の受け部とから成り、この大腿部の受け部は前後一対のベルト状体
であり、且つその内の少なくとも一側のベルト状体に付いて長さの調節機構が設けられて
いることを特徴とする、大腿部の上に載せる簡易テーブルとすることにより達成される。
【０００６】
この発明の簡易テーブルは、前記ベルト状体が大腿部の上に接触するようにして設置され
る。このベルト状体は柔軟に変形可能であるから大腿部の両側部及び上面部に沿った形状
に変形し、また大腿部の傾斜を吸収するように変形することが可能であるため、結果的に
テーブル部を略水平姿勢に保たせることが出来るのである。
【０００７】
ところで上述した従来の技術に於いては、確かにこのようなテーブルが付いていることに
よって必要に応じてテーブルを使用することが出来る。しかしながらこのようなテーブル
は平均的な高さに位置するものであって個個人の身体サイズに適合して作られたものでは
ないため、使いづらいと言う問題がある。すなわち高さが一定に作られているため、例え
ば女性身長の１４０センチメートルから男性身長の１８５センチメートルまで幅があるよ
うな正に千差万別の体形に対してその座高に合わすことが出来ない。
【０００８】
従ってこの発明の簡易テーブルに付いても、個個人の身体サイズに合った高さの水平な面
を得ることが出来るようなものであることが望ましい。
【０００９】
　そこでこの発明に於いては、大腿部の受け部は前後一対のベルト状体であり、且つその
内の少なくとも一側のベルト状体に付いて長さの調節機構が設けられているものとしてい
るのである。
【００１０】
大腿部の受け部が前後一対のベルト状体であるだけでは、大腿部が水平でないとテーブル
部が水平姿勢を取ることが出来ない。そこで大腿部が傾斜している方向の上側と成る側の
ベルト状体の張りを緩めることによってその側のテーブル部を低くすることが出来るため
、この調節をうまくすることによりテーブル部に希望の水平姿勢を取らせることが出来る
のである。更に前後一対のベルト状体の各々の張り具合を調節することでテーブル部全体
の高さを変えることが出来る。一例腕を下げて肘を曲げ水平姿勢を取らせた位の高さにテ
ーブル部の位置を合わせることは好ましいことである。
【００１１】
　なおテーブル部は食事の際には水平であることが好まれるが、読み書きの際には手前側
が低くなるように傾斜しているほうが好ましい場合がある。このような場合には手前側の
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ベルト状体の張りを緩めてやれば良く、この発明はこのような目的にもうまく対応するこ
とが出来る。従ってどのような用途であっても使用する人の好みの傾斜状態にセットする
ことが可能である。
【００１６】
　次に、請求項１の発明に於いて、前記テーブル部がシート状体から成り、前後各々の側
に付いて左右の脚部がＸ字状にクロスして互いに回動自在に設けられており、これ等の脚
部間に前記シート状体が掛け渡されており、且つ前記左右の脚部の開き角を前記シート状
体が張った状態で固定するための止め具が前記左右の脚部間に設けられているものとする
ことが出来る。
【００１７】
収納時や運搬時には前記脚部のクロスした状態を畳んでコンパクト化しておくことが出来
る。また使用時には前記脚部を開き、前記シート状体がピンと張った状態の時に止め具で
前記脚部間を固定する。この操作によってこの簡易テーブルを使用可能な状態にすること
が出来る。
【００１８】
　なおこの発明では前記テーブル部の素材の選択は任意であって、木材やプラスティック
等を自由に利用することが出来る。請求項２の発明のようにシート状体を用いる場合では
、シート状態に布や皮やプラスティックシート等が任意に採用可能である。また大腿部の
受け部のベルト状体に関しては滑りにくい布製のベルトが好ましいが、これに付いても素
材を自由に選択することが可能である。また脚部に関しては、折り畳み式とする場合には
金属製のものがベターであり着脱式とする場合にはプラスティック押し出し成型に成る角
や丸のパイプが利用出来るが、これ等に関しても任意選択が可能である。なお前記テーブ
ル部のデザインも特に限定されない。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下この発明の実施の形態を図面を参照しながら説明するが、この発明はこれ等の実施形
態には限定されず、この発明の思想の範囲内に於いて種々のバリエーションを与えること
が出来るものである。
【００２０】
第１実施形態
図１乃至図３を用いてこの実施形態を説明すると、略方形の合成樹脂製のテーブル板１の
底面部の四隅に脚部２が設けられており、その左右１対ずつには大腿部の受け部としての
ベルト３が掛け渡されて成る（図１）。前記テーブル板１は中央部分で２つ折り可能と成
るように、２枚の板が蝶番１０で連結されて成るものであり、更にテーブル板１を広げた
状態でロックするためのスライドシャフト１３とこのスライドシャフト１３を挿通させる
ためのシャフト受け部１４との組が、テーブル板１の側面部の前記２つ折り部を挟んだ両
側に対向して取り付けられている。なお前記テーブル板１の一方にはコップを置くための
円溝１１が設けられている（図２）。
【００２１】
また前記脚部２は、図３で表わされているように、全体として略方形のΩ形状の金属製丸
棒から成り、収納部２１の両側壁部に開孔した軸孔２２に前記脚部２の両端部である回動
軸２０部分を填め込んだものである。なお前記脚部２のバネ性を利用して回動軸２０部分
が常に外方向へ付勢されるように且つこの力に対抗する方向に力が加えられても軸孔２２
から抜け切らないように設計されている。また前記収納部２１の両側壁部の縁部２４は内
側に折曲されており、この内前記軸孔２２に対応する部位に切欠溝２３が形成されている
。このような収納部２１が前記テーブル板１の底面部の四隅に固定されている。従って前
記脚部２を起こした状態で脚部２は当該切欠溝２３に填まってこの状態を保持するが、脚
部２に両側から力を加えると共に倒す方向に力を加えることによって、脚部２を内側に折
曲され前記縁部２４の下側に収納することが出来るのである。
【００２２】



(4) JP 4324847 B2 2009.9.2

10

20

30

40

50

次に前記ベルト３であるが、これは皮革製の柔軟なものであって前記脚部２の先端部分に
回して掛けられて成る（図３）。更にベルト３には長さ調節用の尾錠３０が取り付けられ
ている（図２）。
【００２３】
さて上述したように前記脚部２を折り畳むと、前記テーブル板１を２つ折りにしてコンパ
クトに持ち歩いたり収納することが出来る（図２）。次にこれを使用するには、前記テー
ブル板１を開き前記スライドシャフト１３をシャフト受け部１４に挿通させて開いた状態
をロックし、前記脚部２を４つ共に起こした状態にする。そこで図１で表わしたように前
記ベルト３を大腿部の上に接触するようにして置くと、このベルト３は柔軟に変形可能で
あるからテーブル板１を略水平姿勢に保たせることが出来る。更にテーブル板１の高さを
高くしたいのであれば前記尾錠３０を調節して２対あるベルト３の長さを短くする。また
テーブル板１を水平にしたり傾斜角度を調節することが可能である。
【００２４】
　なお上記構成では、１対のベルト３を前記テーブル板１の２つ折り部を跨ぐようにして
脚部２間に掛け渡しているが、これを２つ折り部を跨がないような方向となるような脚部
２間に掛け渡すようにして、前記スライドシャフト１３とシャフト受け部１４との組を省
略することが可能である。これは前記テーブル板１を２つ折りにしようとする力を逸らす
ことが出来るからである。
【００２５】
第２実施形態
この実施形態の簡易テーブルの構成は、その大部分を上述した第１実施形態の構成に倣う
ものであるが、前記脚部２の取り付け位置が異なっている点に特徴を有する。すなわち前
記テーブル板１を２つ折りにした時に前記収納部２１や脚部２が重ならないようにこれ等
の位置をずらして取り付けた点に特徴を有している（図４）。なお破線で描いた収納部や
脚部の取り付け位置が上述の第１実施形態のものである。
【００２６】
この構成によって、前記テーブル板１の折り畳み時に前記収納部２１や脚部２が重ならな
く成るため、折り畳まれたテーブル板１の全体の厚さを薄くすることが出来、更にコンパ
クト化させることが出来る。
【００２７】
第３実施形態
この実施形態の簡易テーブルの構成は、その大部分を上述した第１実施形態の構成に倣う
ものであるが、脚部４とそれを前記テーブル板１に取り付ける構成が異なる。すなわち立
方体形状を呈する合成樹脂製の脚部４を前記テーブル板１の四隅に設けた受け部４１の嵌
合溝４２に対して挿脱自在としたものである。なお前記脚部４の先端部付近にはベルト３
を通して止めるためのベルト通し孔４０が開孔されている（図５）。
【００２８】
この実施形態の簡易テーブルの場合、使用時には前記ベルト３が付いた脚部４を前記テー
ブル板１の四隅に設けた受け部４１の嵌合溝４２に填め込むようにする。また折り畳みの
際には前記脚部４を受け部４１から外すようにする。脚部４と前記ベルト３とは一体で取
り外される。この脚部４の収納部を前記テーブル板１の裏面に設けるなども好ましいこと
である。
【００２９】
第４実施形態
次に、この発明の第４実施形態を図６を用いて説明する。この簡易テーブルは従来からあ
る折り畳み椅子の構造を採用したものであり、コンパクトに折り畳むことが出来、またス
ピーディーに使用可能に成ると言う特徴を有する。
【００３０】
　中空の金属製丸パイプを略ロ字形状に加工したものを２つ、回動軸６０で回動自在と成
るようにＸ字状に組み付けてパイプ脚６としたものであり、前記回動軸６０の上方には両
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パイプ間で突っ張ることが可能な固定具６１が取り付けられている。また前記パイプ脚６
の上側の横棒間にはテーブル布５がこの横棒を捲くようにして掛け渡され、前記パイプ脚
６の下側の横棒間には２対の布製のベルト７が横棒を捲くようにして掛け渡されて成る。
なおこの実施形態では前記ベルト７に尾錠を図示していない。
【００３１】
さて前記パイプ脚６をＸ字状に開くと前記固定具６１がこの状態を固定するように作用し
、前記テーブル布５がピンと張ってテーブルとして使用可能な状態に成る。この状態では
前記ベルト７は緩んでいる。この実施形態の簡易テーブルは前記ベルト７が大腿部の上に
接触するようにして設置される。ベルト７は柔軟に変形可能であるから大腿部の両側部及
び上面部に沿った形状に変形することが可能であるため前記テーブル布５を略水平姿勢に
保たせることが出来るのである。なおこの簡易テーブルを折り畳むには、単に前記固定具
６１をく字形状に折り曲げるように力を加えてからＸ字状のパイプ脚６を潰すように操作
すればよい。
【００３４】
なおこの発明は上述した実施形態にのみ限定されないから、例えばテーブル部を具象形状
とすることが可能であり、ベルト状体の大腿部に当たる部位のみ板状体とすることが可能
である。テーブル部や脚部やベルト状体の材質や形状は任意である。テーブル部や脚部を
折り畳み式にする場合では、その構成は任意に設計することが出来る。
【００３５】
なお第１実施形態の簡易テーブルでは前記テーブル板１の一方にコップを置くための円溝
１１が設けられているが、これを溝ではなく孔としてこの下方に網状のポケットを付ける
などの構成も可能である。また本発明の簡易テーブルの用途として、テーブル部などに宣
伝広告を入れるなどしてプレミアム商品とするなども可能である。
【００３６】
【発明の効果】
　以上この発明は、テーブル部と、その向かって左右両側に設けた脚部と、この左右両側
の脚部間に掛け渡した大腿部の受け部とから成り、この大腿部の受け部は前後一対のベル
ト状体であり、且つその内の少なくとも一側のベルト状体に付いて長さの調節機構が設け
られていることを特徴とする、大腿部の上に載せる簡易テーブルとしたものである。前記
調節機構が設けられているため、ベルト状体の調節をうまくすることによって、テーブル
部に水平姿勢や希望の傾斜姿勢を取らせることが出来るように成る。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１実施形態の使用状態説明図である。
【図２】同実施形態の使用状態説明図である。
【図３】同実施形態の部分説明図である。
【図４】第２実施形態の模式図である。
【図５】第３実施形態の部分斜視図である。
【図６】第４実施形態の斜視図である。
【符号の説明】
１　　テーブル板
１０　蝶番
１１　円溝
１３　スライドシャフト
１４　シャフト受け部
２　　脚部
２０　回動軸
２１　収納部
２２　軸孔
２３　切欠溝
２４　縁部
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３　　ベルト
３０　尾錠
４　　脚部
４０　ベルト通し孔
４１　受け部
４２　嵌合溝
５　　テーブル布
６　　パイプ脚
６０　回動軸
６１　固定具
７　　ベルト

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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